
区分 部門 業務 業務内容

技術 研究開発
航空装備品、電子装備品等の研究開発に必要な調査、分析、検討、評価及び監督等、将来の航空自衛隊

の能力構築に携わることができる業務が主体です。

安全保障 安全保障研究

安全保障環境及び航空防衛力の整備・運用に係る構想等に資する調査研究並びに宇宙・サイバー・電磁

波領域や情報戦などの調査研究を行います。航空自衛隊の知的基盤として、将来の航空宇宙防衛力を根

本から支える、非常にやりがいのある業務です。

法務 法的研究及び支援

航空自衛隊の活動に係る法令等の調査及び法的解釈の整理等のほか、法律の専門的知識を用いた指揮官

への補佐を行い、航空自衛隊が法律に基づいて円滑に活動できるよう専門的な立場から支える業務が主

体です。

気象 研究開発
人工知能技術、数値シミュレーションを用いた気象予報技術等に係る研究開発及び気象予報並びに気象

施策に係る監督指導等を実施し、飛行部隊や司令部を気象の専門的知識を活かして支援します。

情報 情報の収集及び分析
航空自衛隊の任務に関連する情報の収集及び分析に従事します。任務遂行に不可欠な情報に携わり、航

空自衛隊の根幹を担います。

宇宙 宇宙領域把握（ＳＤＡ）
宇宙物体の軌道決定や接近解析、我が国の人工衛星に対する電磁妨害状況の把握、ＳＤＡ衛星の運用等

を通じて、国民生活の基盤である宇宙空間の安定的な利用に寄与します。

情報（宇宙） 宇宙情報の収集及び分析
宇宙領域に関連する情報の収集及び分析のほか、米国宇宙軍等との連携・調整業務に従事します。今後

さらに発展が見込まれる宇宙分野において、航空自衛隊の新たな能力形成に直接関与します。

輸送補給 輸送に関する計画及び実施
人又は物を適時適所に移動させて、その価値を発揮させる活動であり、防衛力の運用に関わる諸活動と

密接な関係を有し、防衛任務の達成に大きく寄与する業務です。

隊務管理（総務人事） 総務及び人事
総務（行政文書管理、各種行事の企画・運営、広報活動など）及び人事（隊員の人事管理など）に関す

る業務を通じて、航空自衛隊の人と組織を支えるマネジメント業務を担います。

隊務管理（分析評価） データ分析等
航空自衛隊で実施する各種調査（アンケート調査等）のデータを分析評価し隊務運営の改善を図る業務

です。航空自衛隊の課題を発見し、解決に向けた提言を行います。

衛生（心理） 心理

病院等におけるカウンセリング、心理査定等の医療分野に係る心理業務、隊員等に対するストレス

チェック、メンタルヘルス教育及び惨事ストレスケア活動等の産業組織分野に係る心理業務が主体であ

り、心理学を専門とした調査及び研究にも従事します。将来的には司令部等において、心理専門幕僚と

しての立場から指揮官を補佐するために、心理学に基づく施策の企画、監督指導等にも従事するため、

自身のキャリアと専門性を発揮できる職域であり、かつ幅広い活躍を期待されたやりがいのある職域と

なります。
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